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【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】オーディオ使用のための電力供給の方法、デバイス及びプログラム
【技術分野】
【０００１】
　本願における主題は、無線デバイスに関連する。
【背景技術】
【０００２】
ユニバーサル・シリアル・バス（ＵＳＢ）で使われるコネクタなどの物理コネクタは、デ
バイスを結合するために使用することができる。ＵＳＢ標準は、ＵＳＢの物理的および電
気的態様を規定する。それらの標準の例は、ユニバーサル・シリアル・バス３．１の仕様
、および、ユニバーサル・シリアル・バス３．０の仕様、とともに、すべての追加、改訂
と、その更新を含む。
【発明の概要】
【０００３】
コンピュータ・プログラム製品を含め、充電およびオーディオ使用のための方法と装置が
提供される。
【０００４】
いくつかの例示的実施形態において、方法が提供される。この方法は、ユーザ機器への結
合を可能にする第１のコネクタおよび第２のコネクタを含むアクセサリーにより、第１の
コネクタに結合している充電器を検出するステップ、少なくとも検出された充電器に基づ
いて、ユーザ機器に、電力受給モードに変更する指示を送信するステップ、アクセサリー
により、電力受給モードへの変更を検出するステップ、そして、少なくとも検出された変
更に基づいて、電力が、第２のコネクタから第１のコネクタに、流れることを可能にする
ステップを含むことができる。
【０００５】
いくつかのバリエーションにおいて、以下の特徴を含むここに開示された特徴の１つ以上
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を、任意の可能な組合せにおいて、任意選択的に含むことができる。この指示は、アクセ
サリーにより、アクセサリーのデジタル・インタフェースを介して、送信されたメッセー
ジを含むことができる。検出された電力受給モードの変更は、アクセサリーのデジタル・
インタフェースから別のメッセージを受信することを含むことができる。ここで、この別
のメッセージは、電力のモードにおける変更を示す。この可能にすることは、電力が、充
電器に結合した第２のコネクタから、ユーザ機器に結合した第１のコネクタに、流れるこ
とを可能にするように、スイッチをクローズすることを更に含むことができる。アクセサ
リーは、充電器で提供された電力の喪失を検出することができる。このユーザ機器への別
の指示を、少なくともこの検出された電力の喪失に基づいて、電力源モードに変更するた
めに送信することができる。スイッチを、この充電器への接続を無効にして、また、この
ユーザ機器が、第１のコネクタを介してアクセサリーに電力を供給することを可能にする
ように、オープンすることができる。少なくとも１つのダイオードを、第２のコネクタ、
および、キャパシタから第２のコネクタおよび結合したユーザ機器への電流フローを阻止
するために、スイッチに結合することができる。ここで、このコンデンサは、充電器から
の電力の喪失が生じたときに、アクセサリーに瞬間的な電力のソースを提供することがで
きる。アクセサリーは、ヘッドセットを含むことができる。第１のコネクタと第２のコネ
クタは、ユニバーサル・シリアル・コネクタ、マイクロＢコネクタ、タイプＣコネクタ、
専用充電コネクタ、または、それらの組合せを含むことができる。
【０００６】
上記した態様と特徴は、システム、装置、方法、および／または、望ましい構成の物品に
おいて、インプリメントすることができる。ここに記述される主題の１つ以上のバリエー
ションの詳細は、添付の図面と下記の説明において述べられる。ここに記述される主題の
特徴および優位性は、詳細な説明、図面、および、特許請求の範囲から明らかである。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
図面において、
【図１】図１は、いくつかの例示的実施形態にしたがって、ヘッドセットなどのアクセサ
リーの例を表す。
【図２Ａ】図２Ａは、いくつかの例示的実施形態にしたがって、２つのコネクタを有する
ヘッドセットを含むシステムの例を表す。
【図２Ｂ】図２Ｂは、いくつかの例示的実施形態にしたがって、２つのコネクタを含むヘ
ッドセットの例を表す。
【図３】図３および４は、いくつかの例示的実施形態にしたがって、２つのコネクタを含
むヘッドセットの使用のためのプロセスの例を表す。
【図４】図３および４は、いくつかの例示的実施形態にしたがって、２つのコネクタを含
むヘッドセットの使用のためのプロセスの例を表す。
【図５】図５および６は、いくつかの例示的実施形態にしたがって、図２Ａのシステムの
構成の例を表す。
【図６】図５および６は、いくつかの例示的実施形態にしたがって、図２Ａのシステムの
構成の例を表す。
【図７】図７は、いくつかの例示的実施形態にしたがって、ユーザ機器の例を表す。
【０００８】
同様のラベルが、図面の中の、同一または同様の項目に言及するのに、使用される。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
図１は、オーディオ・ヘッドセット・デバイス１９９などのアクセサリー・デバイスの例
を表す。ヘッドセット１９９は、いくつかの例示的実施形態にしたがって、データコネク
タ１００を含むことができる。いくつかの例示的実施形態において、コネクタ１００は、
ＵＳＢ３．０（ＵＳＢ３．１）、および、それらの任意のそれ以降の改訂、更新版にした
がって構成されるユニバーサル・シリアル（ＵＳＢ）コネクタなどの単一の小型コネクタ
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を含むことができる。それらは、エンドユーザが、そのコネクタが、ホスト・デバイスに
接続されるのか、または、スレーブ・デバイスなのか、または、コネクタ・プラグをレセ
プタクルに挿入する方法を気にする必要がないように、交換することができる対称形のデ
ザインを持つことができる。例えば、ＵＳＢコネクタ１００は、ヘッドセット・デバイス
１９９のプラグであることができる。ヘッドセット１９９が、ＵＳＢコネクタ１００をユ
ーザ機器に結合させるとき、ヘッドセット１９９は、ＵＳＢコネクタ１００を介してユー
ザ機器から電力やオーディオを得ることができる。
【００１０】
ヘッドセット１９９は、電圧バス１０２、および、供給された電力（Ｖｃｃとラベル付さ
れる）をレギュレーションするために、電力レギュレータ１０４を含むことができる。ヘ
ッドセット１９９は、１つ以上のスピーカー／イヤホン１０６、１つ以上のマイクロフォ
ン１０８、１つ以上のスイッチ（または、コントロール・メカニズム）、発光ダイオード
１１２、および、オーディオおよびコントロール回路１０７に結合する同様なものなどの
、１つ以上のユーザ・インタフェース含むことができる。ユーザ・インタフェースは、オ
ーディオおよびコントロール回路１０７を介して、信号入力１１４（例えば、オーディオ
信号、コントロール、その他）、および、クロック１１６を受信することができる。ユー
ザ・インタフェースは、また、出力信号１１８（例えば、オーディオ出力、コントロール
、その他）を提供することもできる。信号入力１１４、クロック１１６および出力信号１
１８は、コネクタ１００に結合することができる。例えば、信号入力１１４は、ピン１２
０Ａ（ＲＦＵとラベル付けされる）に結合することができ、クロック信号１１６は、構成
チャネル（ＣＣ２）ピン１２０Ｂに結合することができ、そして、出力信号１１８は、ピ
ン１２０Ｃ（ＲＦＵとラベル付けされる）に結合することができる。しかし、他の接続形
態を、同様に使用することもできる。図１の例において、ＵＳＢコネクタ１００は、ＲＦ
Ｕピン、１２０Ａと１２０Ｂとを、将来の使用のためにとっておくことが可能なＵＳＢ　
Ｔｙｐｅ　Ｃプラグを表すことができる。図１は、また、構成チャネル・ピン１２０Ｄに
結合する負荷抵抗１２２を示す。
【００１１】
図１の例において、ヘッドセット１９９は、ユーザ機器における呼び出しの間、聞く、お
よび／または、話すために使用することができる。しかしながら、ユーザ機器のＵＳＢコ
ネクタ・レセプタクルが、プラグ・コネクタ１００を介してヘッドセット１９９に結合し
ているならば、そのユーザ機器は、そのコネクタ・レセプタクルを、ヘッドセット１９９
がそのコネクタ・レセプタクルに結合している間、充電するために使うことができない。
例えば、ユーザが、長電話しており、そして、ユーザ機器のバッテリパワーを消耗させて
いる場合には、ＵＳＢコネクタ・プラグ１００は、ユーザ機器のコネクタ・レセプタクル
に充電器を挿入することを可能にするために、ユーザ機器から切り離す必要がある。
【００１２】
いくつかの例示的実施形態において、ここに開示される主題は、単一のコネクタを、いく
つかの例示的実施形態にしたがって、オーディオと充電の両方を提供するために使用する
ことを可能にすることができる。
【００１３】
図２Ａは、いくつかの例示的実施形態にしたがって、ＵＳＢコネクタ１００と２００のよ
うな２つのコネクタを含むヘッドセット２９９などのデバイスを含むシステムを表す。第
１のＵＳＢコネクタ１００は、携帯電話、多機能電話、および／また、任意の他のデバイ
スなどのユーザ機器２６９に挿入することができるＵＳＢプラグであることができる。第
２のＵＳＢコネクタ２００は、充電器２７２を接続することができるＵＳＢレセプタクル
であることができる。いくつかの例示的実施形態において、（充電器２７２のコネクタ・
プラグが挿入される）コネクタ・レセプタクル２００は、たとえば、電話の間に、ヘッド
セット２９９を接続したままにすることを可能にするように、ヘッドセット２９９に配置
することができる。このように、充電器２７２が、ユーザ機器２６９において、バッテリ
２７４を充電することを可能にする。
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【００１４】
いくつかの例示的実施形態において、ヘッドセット２９９は、充電器２７２が、ヘッドセ
ット２９９におけるＵＳＢレセプタクル２００に、いつ接続するかについて検出すること
ができる。ヘッドセット２９９は、いくつかの例示的実施形態において、ヘッドセット２
９９を介した充電が利用可能であることをユーザ機器２６９に知らせることができ、また
、たとえば、充電バッテリ２７４に、電源を提供するために、充電器２７２をユーザ機器
２６９に接続することができる。例えば、ヘッドセット２９９などのアクセサリーは、デ
ジタル・インタフェースを介して、ユーザ機器２６９にメッセージを送信することができ
る。このメッセージは、ユーザ機器に対して電力のモードを示すことができる。例えば、
このメッセージは、ユーザ機器２６９が、充電器２７２が電力を提供するのを可能にし、
および／または、ユーザ機器２６９においてバッテリ２７４の充電を可能にする、受電回
路でなければならないかどうかを示すことができる。代替的に、または、追加的に、この
メッセージは、ユーザ機器２６９が、アクセサリー／ヘッドセット２９９への電力源でな
ければならないかどうかを示すことができる。このメッセージは、１つ以上のビットを含
むことができ、そしてそれは、ユーザ機器２６９によって受け取られるとき、電力のモー
ドを示す。さらに、このメッセージは、ライン１１４－１１８を介してデジタル・インタ
フェースにより搬送されるオーディオ・データなど他のトラフィックと多重化されている
ことができる。
【００１５】
図２Ｂは、いくつかの例示的実施形態にしたがって、ヘッドセット・デバイス２９９を表
す。図２Ｂの記載は、また、図２Ａを参照する。
【００１６】
ヘッドセットＵＳＢプラグ１００を含むヘッドセット２９９が、たとえば、ユーザ機器に
結合しているときに、プルダウン抵抗器（Ｒｄ１とラベル付される）１２２は、電話構成
チャネル（ＣＣ）ライン１２０Ｄを、引き降ろす／引き下げる（プルダウンする）（これ
は、２３７Ｂを介してコントローラ回路２３５に結合している）。このプルダウンは、結
合したユーザ機器が、プルダウンを検出するのを可能にする。このように、結合したスレ
ーブ・アクセサリー（この場合ヘッドセット２９９である）も同様である。ユーザ機器が
、ヘッドセット２９９を検出したとき、ユーザ機器は、そのユーザ機器において、電圧バ
ス（ＶＢＵＳ）に電力を適用することができる。ユーザ機器は、ヘッドセット２９９から
、識別子（ＩＤ）ワードをクロック・アウトすることによって、デジタル・インタフェー
ス（例えば、ライン１１４－１１８を含む１つ以上のライン）を介して、ハンドシェイク
を始めることができる。ヘッドセット２９９が、ユーザ機器が通信することができること
が確かである、または、既知のタイプである場合には、ＩＤワード語から、結合している
ヘッドセット２９９のタイプを決定することができる。ヘッドセット２９９は、次に、コ
ネクタに１００およびＶＢＵＳ１０２に結合されたユーザ機器のＶＢＵＳから電力を受け
ることができる。ＵＳＢの場合には、最初のＶＢＵＳ供給電圧は、３ボルトであることが
できる、しかし、ヘッドセット２９９は、かなり頻繁に、より高い電圧に対応する必要が
あり得る。それで、レギュレータ２０４を、ＶＢＵＳを介して受け取られる電力をレギュ
レートするために、使用することができる。
【００１７】
ユーザ機器においてＶＢＵＳは、このように、ヘッドセット１９９におけるＶＢＵＳ１０
２に、電力を提供することができる。この電力（例えば、電流その他）は、ダイオードＤ
２　２０６Ｂを介して、ＶＢＵＳ１０２からレギュレータ２０４へと流れることができる
、これは、出力電圧（ＶＣＣ）を適当なレベルにレギュレートする、ことに留意する。出
力電圧は、ヘッドセット２９９に電力供給し、および／または、キャパシタ２１２を充電
するために使用することができる。
【００１８】
ユーザ機器のバッテリ２７４が、話し中に、充電を必要とするとき、ヘッドセットを、ユ
ーザ機器から切り話すよりはむしろ、充電器２７２は、ヘッドセット２９９において、Ｓ
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Ｂレセプタクル２００にプラグ・インすることができる。いくつかの例示的実施形態にお
いて、プルダウン抵抗器Ｒｄ２　２３２Ａおよび／またはＲｄ３　２３２Ｂは、１つ以上
の構成チャネル・ライン２２０Ａ－Ｂ（ＣＣ１および／またはＣＣ２）をプルダウンする
ことができる。このプルダウンを、充電器２７２により、検出することができる。それは
、つぎに、から、充電器２７２において、ＶＢＵＳをアクティブにし、そして、充電器２
７２は、次に、充電器２７２からコネクタ２００／ＶＢＵＳ　２６２に、たとえば、５ボ
ルトを提供することができる。しかし、他の電圧値であっても、同様に、提供することが
できる。
【００１９】
いくつかの例示的実施形態において、充電器２７２は、常に、（例えば、交流アウトレッ
トにつながれるとき）ＶＢＵＳで「オン」であることができる。そのような場合には、プ
ルダウン抵抗器２３２Ａ－Ｂを必要とすることはない。
【００２０】
コントローラ回路２３５は、ＶＢＵＳ　２６２に、充電器２７２が結合して、電力の供給
を確実にするために、いつ、充電器２７２がコネクタ２００（およびＶＢＵＳ　２６２）
に結合するか、を検出することができる。ＶＢＵＳ　２６２（この例において、充電器２
７２により、　５ボルトで電力供給される）は、ダイオードＤ１　２０６Ａを介して、ヘ
ッドセット２９９に電力供給することができる。一方、ダイオードＤ２　２０６Ｂは、ス
イッチＳ１がオープンである間、ユーザ機器２６９への電流フローを阻止することができ
る。コントローラ２３５を含むヘッドセット２９９は、デジタル・インタフェース２３７
Ｃ（例えば、ライン１１４－１１８）およびコネクタ１００を介して、ユーザ機器２７４
に、充電器が接続され、そして、ユーザ機器２６９は、モードを、電力源モード（ヘッド
セット２９９に電力を供給する）から、受電回路モード（充電器２７２から電力を受け取
る）に変更しなければならないことを知らせることができる。受電回路モードの変更の後
、コントローラ２３５は、充電器２７２およびＶＢＵＳ　２６２から電力が、コネクタ１
００／ＶＢＵＳ　１０２、および、ユーザ機器２６９におけるバッテリ２７４へ流れるよ
うに、スイッチＳ１　２３９に、クローズするように信号伝達２３７Ａすることができる
。
【００２１】
充電器２７２が、レセプタクル２００から取り除かれる（または、さもなければ、電源を
提供するのを止める）ならば、電力は、ＶＢＵＳ２６２において、終わる。この電力の喪
失は、コントローラ回路２３５により、検出されることができる。この瞬間に、ヘッドセ
ット２９９は、任意の外部電源によって供給されるのではなく、したがって、ヘッドセッ
ト２９９は、キャパシタＣ１　２１２の中に格納されたエネルギーに頼ることができる。
いくつかの例示的実施形態において、充電器２７２が、ヘッドセット２９９から切断され
るときに、ヘッドセット２９９は、いくつかの例示的実施形態において、短い期間、キャ
パシタ２１２によって電力供給されることができる。一方、ヘッドセット２９９は、充電
は、もはや、利用可能ではないことをユーザ機器２６９に知らせる。このように、ユーザ
機器２６９は、ヘッドセット２９９に電力を供給しなければならない。コントローラ回路
２３５は、充電器の電力の喪失の検出に応答して、また、デジタル・インタフェース１１
４－１１８を介して、充電器２７２が、電力を提供するのを止めたこと、および／または
、ユーザ機器２６９は、ユーザ機器を介して、電力供給動作を可能にするために、コネク
タ１００／ＶＢＵＳ　１０２を介して、ヘッドセット２９９に、電力を供給するために、
電力源モードを再開しなければならないことをユーザ機器２６９に知らせるために、ユー
ザ機器２６９に対して信号伝達を開始することができる。
【００２２】
図２Ｂが、コネクタ１００と同一のタイプのコネクタとして、コネクタ２００を表すが、
コネクタ１００と２００とは、異なるタイプのものであり得る。代替的に、または、追加
的に、ヘッドセット２９９は、マイクロＢコネクタを２００に有する充電器が、ヘッドセ
ット２９９に結合することを可能にするようにマイクロＢコネクタを含むことができる。
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これが、そのようであるときには、上で（そして、ここに）注意されるように、ヘッドセ
ット２９９は、マイクロＢ充電器を検出すること、ユーザ機器に知らせること、モードを
変更すること、その他ができる。ここに開示された例のいくつかが、ＵＳＢコネクタとマ
イクロＢコネクタとに言及したが、ＵＳＢおよびマイクロＢへの参照は、他のタイプのコ
ネクタも、同様に使用することができるので、単に例だけである。例は、２ミリメートル
充電プラグのためのレセプタクルなどの専用充電コネクタを含む。また、ＵＳＢ　３．０
およびＵＳＢ　３．１が記載されたけれども、ＵＳＢの他のバージョンを、同様に使用す
ることができる。前の例が、同様に、ここに記述される例のいくつかとして、ヘッドセッ
トとしてアクセサリーを参照するけれども、他のアクセサリーのタイプを、同様に使用す
ることができる。さらに、ここに記述される例のいくつかが、電話としてユーザ機器を参
照するけれども、他のタイプのデバイスを、同様に、アクセサリーに結合するために使用
することができる。
【００２３】
図３は、いくつかの例示的実施形態にしたがって、オーディオおよび充電動作の例プロセ
ス３００を表す。
【００２４】
３１０において、ユーザ機器に結合するアクセサリーは、いくつかの例示的実施形態にし
たがって、アクセサリーに結合している電力源を検出することができる。例えば、コント
ロール回路２３５は、ＶＢＵＳ　２６２の上の電力の増加、および／または、電流の流れ
を示すＣＣピン２２０Ａ（および／またはＣＣピン２２０Ｂ）における変化によって、コ
ネクタ２００への結合する充電器２７２を検出することができる。
【００２５】
３１５において、いくつかの例示的実施形態にしたがって、アクセサリーは、３１０にお
ける検出に応答して、モードを、電力配送モードから電力受給モードに変更する要求をユ
ーザ機器に送信することができる。ヘッドセット・デバイス２９９が、電力源をコネクタ
２００において検出するとき（例えば、通電された充電器２７２）、ヘッドセット２９９
は、デジタル・インタフェース２３７Ｃ（たとえばデータ／コントロール・ライン１１４
－１１８）を介して、結合したユーザ機器２６９に、ヘッドセット２９９に電力供給する
のを止め、そして、その代わりに、充電器２７２が電力を、ユーザ機器２６９に提供する
ことを可能にする（例えば、バッテリ２７４の充電を可能にする）ように電源受信モード
に入るように知らせることができる。上記したように、一旦電力のモードの変更が起こる
ならば、ユーザ機器は、ヘッドセット２９９を介して充電器２７２から電力を受けること
ができる。
【００２６】
３２０において、アクセサリーは、ユーザ機器が、電力のモードを、電力源から、受電回
路に変更したことを検出することができる。例えば、アクセサリーは、ユーザ機器から、
ユーザ機器が、電力のモードを、電力源から、受電回路に変更したことを示すメッセージ
を受信することができる。このメッセージは、コネクタ１００のデジタル・インタフェー
スを介して、たとえば、データ／制御ライン１１４－１１８を介して、受信することがで
きる。
【００２７】
代替的に、または、追加的に、いくつかの例示的実施形態にしたがって、アクセサリーは
、３２０において、ユーザ機器が、電力の配送を止めることを検出することができる。例
えば、コントロール回路２３５は、ＶＢＵＳ１０２における電力の喪失を検出することが
できる。ヘッドセット２９９は、もし、それが任意の外部電力源によって電力を供給され
ていないならば、キャパシタＣ１　２１２の中に格納されたエネルギーに頼ることができ
ることに留意する。
【００２８】
３２５において、いくつかの例示的実施形態にしたがって、アクセサリーは、電力が、充
電器からユーザ装置へ流れることを可能にする。例えば、コントローラ２３５は、それが
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、ユーザ機器２６９が電力のモードを変更したこと、を検出したときに、充電器２７２か
らの電力／電流が、コネクタ２００／ＶＢＵＳ　２６２を含むヘッドセット２９９から、
（ユーザ機器２６９に結合した）コネクタ１００に流れることを可能にするように、スイ
ッチＳ１　２３９をクローズすることができる。
【００２９】
図４は、いくつかの例示的実施形態にしたがって、オーディオおよび充電動作の別の例プ
ロセス４００を表す。
【００３０】
４１０において、いくつかの例示的実施形態にしたがって、アクセサリーは、ＶＢＵＳ　
２６２における電力の喪失、および／または、その電力を提供している充電器２７２のデ
カップリングを検出することができる。例えば、充電器２７２が切断される、または、電
源を遮断されるときに、コントローラ回路２３５は、ＶＢＵＳ　２６２における電力の喪
失を検出することができ、および／または、ＣＣピン２２０Ａ－Ｂが、もはや導通してい
ないことを検出することができる。外部電力源がヘッドセット２９９に電力を供給しない
間に、キャパシタＣ１　２１２は、しばらく、外部ソース（例えば、ユーザ機器２６９お
よび／または充電器２７２）が結合し、そして、電力を提供するまで、一時的にヘッドセ
ット２９９に電力を提供することができる。
【００３１】
４２０において、いくつかの例示的実施形態にしたがって、アクセサリーは、４１０にお
ける検出に応答して、充電器への接続を無効にし、および／または、ユーザ機器に電力源
モードに変更するように知らせることができる。例えば、コントローラ２３５は、（充電
器２７２に結合する）コネクタ２００から（ユーザ機器２６９に結合する）コネクタ１０
０への電力フローを不可能にするように、スイッチＳ１　２３９をオープンすることがで
きる。コントローラ２３５は、また、デジタル・インタフェース２３７Ｃ（たとえば、ラ
イン１１４－１１６）を介して、コネクタ１００を介してＶＢＵＳ１０２への電力の配送
を開始するようにユーザ機器２６９に対して要求を送信することもできる。応答において
、ユーザ機器２６９は、電力が、また再び、ヘッドセット２９９へと流れるのを可能にす
るように、コネクタ１００／ＶＢＵＳ　１０２に結合するそのＶＢＵＳに通電することが
できる。
【００３２】
図５および６は、コネクタ１００および２００を含むヘッドセット２９９の例のインプリ
メンテーションを表す。ただし、他の構成も、同様に、インプリメントすることができる
。図５は、コネクタの１００のプラグ部に配置されたコネクタ２００を表す。図６は、別
の場所における、コネクタを表す２００は、すなわち、ヘッドセット２９９自体における
ものである。ただし、コネクタ２００の他の場所も、同様に使用することができる。
【００３３】
図７は、いくつかの例示的実施形態にしたがって、装置１０のブロック図を図示する。例
えば、装置１０は、スマートフォン、スマート・オブジェクト、モバイル・ステーション
、モバイル・ユニット、加入者ステーション、無線端末、タブレット、無線プラグイン・
アクセサリー、無線センサ、ヘッドセット、あるいは、他の無線装置などのユーザ機器を
備えることができる。装置１０は、たとえば、タッチスクリーン・センサを有するブルー
トゥース・デバイス、および／または、タッチスクリーン・センサにより検出されるブル
ートゥース・デバイスに対応することができる。
【００３４】
いくつかの例示的実施形態において、装置１０は、ＵＳＢインタフェース６４Ａ、電源管
理回路６４Ｂ、および／または、バッテリ６４Ｃを含むことができる。
【００３５】
装置１０は、送信器１４および受信器１６と通信を行う少なくとも１つのアンテナ１２を
含むことができる。代替的に、送信および受信アンテナは、別々でありえる。
【００３６】
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装置１０は、また、送信器に信号を提供し、受信器から信号を受け取り、また、装置の機
能をコントロールするように構成されるプロセッサ２０を含むことができる。プロセッサ
２０は、送信器および受信器への電気導線を介してコントロール信号伝達を生じることに
よって、送信器および受信器の機能をコントロールするように構成することができる。同
様に、プロセッサ２０は、プロセッサ２０を他の要素に接続する電気導線を介してコント
ロール信号伝達を生じることによって、装置１０のディスプレイまたはメモリなどの他の
要素をコントロールするように構成することができる。プロセッサ２０は、例えば、回路
、少なくとも１つの処理コア、デジタル・シグナル・プロセッサを伴う１つ以上のマイク
ロプロセッサ、デジタル・シグナル・プロセッサを伴わない１つ以上のプロセッサ、１つ
以上のコプロセッサ、１つ以上のマルチコア・プロセッサ、１つ以上のコントローラ、処
理回路、１つ以上のコンピュータ、（例えば、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィ
ールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）、その他）集積回路を含む種々の
他の演算処理装置、または、いくつかのそれらの組合せを含む種々の方法で具体化するこ
とができる。したがって、シングルプロセッサとして、図７に図示されるが。いくつかの
例示的実施形態において、プロセッサ２０は、複数のプロセッサまたは処理コアを備える
ことができる。
【００３７】
プロセッサ２０によって送受信される信号は、適用できるセルラ・システムのエア・イン
タフェース標準、および／または、Ｗｉ－Ｆｉ、無線ローカル・アクセス・ネットワーク
（ＷＬＡＮ）技術、ＩＥＥＥ（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎ
ｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２．１１、８０２．１６、その
他を含む任意数の異なる有線または無線ネットワーク技術にしたがって、信号伝達情報を
含むことができる。しかし、それらに限定されるものではない。加えて、これらの信号は
、スピーチ・データ、ユーザ生成データ、ユーザ要求データ、その他を含むことができる
。
【００３８】
装置１０は、１つ以上のエア・インタフェース規格、通信プロトコル、変調形式、アクセ
スタイプ、その他で、動作することができる。例えば、装置１０および／またはその中の
セルラ・モデムは、種々の第１世代（１Ｇ）通信プロトコル、第２世代（２Ｇ）、または
、２．５Ｇ）通信プロトコル、第３世代（３Ｇ）通信プロトコル、第４世代（４Ｇ）通信
プロトコル、インターネット・プロトコル・マルチメディア・サブシステム（ＩＭＳ）通
信プロトコル（たとえば、セッション確立プロトコル（ＳＩＰ））やその他にしたがって
、動作することができる。例えば、装置１０は、２Ｇ無線通信プロトコルＩＳ－１３６時
分割多元接続（ＴＤＭＡ：Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓ
ｓ）、　ＧＳＭ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉ
ｃａｔｉｏｎｓ）ＩＳ－９５、ＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、その他にしたがって、動作することができる。加えて、例えば、装
置１０は、２．５Ｇ無線通信プロトコル汎用パケット無線システム（ＧＰＲＳ：Ｇｅｎｅ
ｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）、ＥＤＧＥ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　
Ｄａｔａ　ＧＳＭ　Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ）、その他にしたがって、動作することがで
きる。また、例えば、装置１０は、ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅ
ｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）、ＣＤＭＡ２０００（Ｃｏｄｅ　Ｄ
ｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ　２０００）、ＷＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅ
ｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＴＤ－Ｓ
ＣＤＭＡ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ－Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉ
ｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）など３Ｇ無線通信プロトコルにしたがって
、動作することができる。装置１０は、さらに、追加的に、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ
　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅ
ｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）など３．９Ｇ無線通
信プロトコルにしたがって、動作することができることができる。加えて、例えば、装置
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１０は、ＬＴＥアドバーンストなど４Ｇ無線通信プロトコル、また、将来開発することが
できる同様の無線通信プロトコルにしたがって、動作することができる。
【００３９】
プロセッサ２０は、装置１０のオーディオ／ビデオ、および、ロジック機能をインプリメ
ントするための回路を含むことができることが理解される。例えば、プロセッサ２０は、
デジタルシグナルプロセッサ・デバイス、マイクロプロセッサ・デバイス、アナログ・デ
ジタル変換器、Ｄ－Ａ変換器、その他を備えることができる。装置１０のコントロールお
よび信号処理機能は、それぞれの能力によってこれらのデバイスの間で割り当てることが
できる。プロセッサ２０は、追加的に、内蔵音声符合化器（ＶＣ）２０ａ、内蔵データ・
モデム（ＤＭ）２０ｂ、その他を備えることができる。また、プロセッサ２０は、１つ以
上ソフトウェア・プログラムを操作する機能を含むことができる。これは、メモリに格納
することができる。一般に、プロセッサ２０および格納されたソフトウェア命令は、装置
１０にアクションを実行させるように構成することができる。例えば、プロセッサ２０は
、ウェブ・ブラウザなどの接続プログラムを操作することができることができる。接続プ
ログラムは、装置１０が、無線アプリケーションプロトコル、ＷＡＰ、ハイパーテキスト
伝送プロトコル、ＨＴＴＰ、などのプロトコルにしたがい、位置ベース・コンテンツのよ
うなウェブ・コンテンツを送受信することを可能にする。
【００４０】
装置１０は、また、例えば、イヤホンまたはスピーカー２４、ベル２２、マイクロフォン
２６、ディスプレイ２８、ユーザ入力インタフェース、その他を含むユーザ・インタフェ
ースを備えることができる。これは、操作上、プロセッサ２０に結合することができる。
上記したように、ディスプレイ２８は、タッチ・センシティブ・ディスプレイを含むこと
ができる。ここで、ユーザは、選択をし、値を入れ、その他をするために、タッチし、お
よび／または、ジェスチャすることができる。プロセッサ２０は、また、スピーカー２４
、ベル２２、マイクロフォン２６、ディスプレイ２８、などユーザ・インタフェースの１
つ以上の要素の少なくともいくつかの機能をコントロールするように構成されるユーザ・
インタフェース回路を含むこともできる。プロセッサ２０やプロセッサ２０を備えている
ユーザ・インタフェース回路は、コンピュータ・プログラム命令、例えば、揮発性メモリ
４０、不揮発性メモリ４２は、その他のプロセッサ２０にアクセスできるメモリの上で格
納されたソフトウェアやファームウェアを通して、ユーザ・インタフェースの１つ以上の
要素の１つ以上の機能をコントロールするように構成することができる。装置１０は、モ
バイル端末、例えば、検出可能出力として機械的振動を提供する回路、に関係する種々の
回路を動かすためにバッテリを含むことができる。ユーザ入力インタフェースは、キーパ
ッド３０（それは、ディスプレイ２８の上で示される仮想キーボード、または、外部的に
結合するキーボードでありえる。）、および／または、他の入力デバイスなどの装置２０
がデータを受信することを可能にするデバイスを備えることができる。
【００４１】
図７に図示されるように、装置１０は、また、データを共有し、および／または、得るた
めの１つ以上のメカニズムを含むこともできる。例えば、装置１０は、短距離無線周波数
（ＲＦ）トランシーバおよび／またはや問合せ機６４を含むことができ、それで、ＲＦ技
術にしたがって、データを、電子デバイスと共有し、および／または、電子デバイスから
得ることができる。装置１０は、赤外線（ＩＲ）トランシーバ６６、ブルートゥース無線
技術を用いて動作するブルートゥース（ＢＴ）トランシーバ６８、無線ユニバーサル・シ
リアル（ＵＳＢ）トランシーバ７０、ブルートゥース低エネルギー・トランシーバ、Ｚｉ
ｇＢｅｅトランシーバ、ＡＮＴトランシーバ、セルラ・デバイス・トゥー・デバイス・ト
ランシーバ、無線ローカル・エリア・リンク・トランシーバ、および／または、任意の他
の短距離ラジオ技術もなどの他の短距離トランシーバを含むことができる。装置１０、お
よび、特に、短距離トランシーバは、その装置の近傍の、例えば、１０メートル以内の電
子デバイスへデータを送信することができ、および／または、その電子デバイスからデー
タを受信することができる。Ｗｉ－Ｆｉまたは無線ローカル・エリア・ネットワーク・モ
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デムを含む装置１０は、６ＬｏＷｐａｎ、Ｗｉ－Ｆｉ、Ｗｉ－Ｆｉローパワー、ＩＥＥＥ
　８０２．１１、ＩＥＥＥ　８０２．１５技術、ＩＥＥＥ　８０２．１６技術などのＷＬ
ＡＮ技術、その他を含む種々の無線ネットワーク技術にしたがい、電子デバイスにデータ
を送信し、および／または、電子デバイスからデータを受信する能力がある。
【００４２】
装置１０は、加入者アイデンティティ・モジュール（ＳＩＭ）３８、取り外し可能なユー
ザ・アイデンティティ・モジュール（Ｒ－ＵＩＭ）、ｅＵＩＣＣ、ＵＩＣＣ、などのメモ
リを備えることができる。これは、モバイル加入者に関係がある情報要素を格納すること
ができる。ＳＩＭに加えて、装置１０は、他の取り外し可能な、および／または、固定メ
モリを含むことができる。装置１０は、揮発性メモリ４０や不揮発性メモリ４２を含むこ
とができる。例えば、揮発性メモリ４０は、ダイナミックおよび・またはスタティックＲ
ＡＭを含むランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）、オン・チップまたはオフ・チップ・
キャッシュ・メモリ、その他を含むことができる。埋め込み、および／または、取り外し
可能な不揮発性メモリ４２は、例えば、リードオンリー・メモリ、フラッシュ・メモリ、
磁気記憶デバイス例えば、ハード・ディスク、フロッピー（登録商標）・ディスク・ドラ
イブ、磁気テープ、光学ディスク・ドライブおよび／または媒体、不揮発性ＲＡＭ（ＮＶ
ＲＡＭ）、その他を含むことができる。揮発性メモリ４０のように、不揮発性メモリ４２
は、データの一時記憶のためにキャッシュ領域を含むことができる。揮発性および／また
は不揮発性メモリの少なくとも一部は、プロセッサで２０に埋め込まれていることができ
る。メモリは、１つ以上のソフトウェア・プログラム、命令、情報のピース、データ、そ
の他を格納することができる。これらは、装置がユーザ機器／モバイル端末の機能を実行
するために使用することができる。メモリは、国際移動体装置識別番号（ＩＭＥＩ：ｉｎ
ｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔ
ｉｏｎ）コードなどの、装置１０をユニークに識別する能力がある識別子を含むことがで
きる。これらの機能は、アクセサリーから、デジタル・インタフェースを介して、電力配
送および受取りモード間で変更するためにメッセージを受信することを含む、プロセス３
００および／または４００に関して開示された動作、電源モードを変更すること、その他
のうちの１つ以上を含むことができる。これらのメモリは、国際移動体装置識別番号（Ｉ
ＭＥＩ：ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ　ｉｄｅｎｔ
ｉｆｉｃａｔｉｏｎ）コードなどの、装置１０をユニークに識別する能力がある識別子を
含むことができる。例示的実施形態において、プロセッサ２０は、メモリ４０および／ま
たは４２に格納されたコンピュータ・コードを使って、アクセサリーからのメッセージを
受信すること、電源モードを変更すること、その他を含むユーザ機器プロセス３００およ
び／または４００に対して提供するように構成することができる。ヘッドセット２９９な
どのアクセサリーは、また、プロセス３００および／または４００のヘッドセット関連の
態様、その他を提供するためのメモリに格納されたコンピュータ・コードを含むことがで
きる。
【００４３】
ここに開示された実施形態のいくつかは、ソフトウェア、ハードウェア、アプリケーショ
ン・ロジック、または、ソフトウェア、ハードウェア、およびアプリケーション・ロジッ
クの組合せでインプリメントすることができる。このソフトウェア、アプリケーション・
ロジック、および／またはハードウェアは、例えば、メモリ４０、制御装置２０、または
、電子コンポーネントに存在することができる。いくつかの例示的実施形態において、ア
プリケーション・ロジック、ソフトウェア、または、命令セットは、種々の従来のコンピ
ュータ読取り可能媒体の、いずれか１つの上に維持される。この文書のコンテキストにお
いて、「コンピュータ読取り可能媒体」は、コンピュータまたはデータプロセッサ回路な
どの、命令実行システム、装置あるいはデバイスによって、または、関連して使用するた
めに命令を、含み、格納し、通信し、伝播し、運搬することができる、いかなる固定媒体
であることもできる。図７に例を示しているが、コンピュータで読取り可能媒体は、命令
実行システム、装置、あるいは、コンピュータなどのデバイス、により、または、関連し
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て使用するための、命令を格納または含むことができるどんな媒体でもあり得る固定コン
ピュータ読取り可能記憶媒体を含むことができる。
【００４４】
特許請求の範囲における請求項の範囲、解釈、または適用をいかなるかたちでも制限する
ことなく、ここに開示された例示的実施形態のうちの１つ以上の技術的な効果は、単一の
コネクタを介した、電力とオーディオ使用である。
【００４５】
必要に応じて、ここに議論された異なる機能を、互いに、異なる順序で、および／または
、並行して実行することができる。また、必要に応じて、上記の機能のうちの１つ以上は
、オプションでありえる、あるいは、結合されることができる。本願発明の種々の態様が
、独立形式の請求項において述べられるけれども、本願発明の他の態様は、記述された実
施形態、および／または、独立形式の請求項の特徴を有する従属形式の請求項からの、特
徴の他の組合せを含む。そして、単に請求項において明示的に述べられる組合せだけでな
い。また、ここで、上では、例示的実施形態を記述したが、これらの記載は、限定的なも
のと見られてはならないことに留意する。むしろ、添付の請求項において定められるよう
に、本願発明の範囲から離れることなく、つくることができる、いくつかでのバリエーシ
ョンおよび修正が存在する。他の例示的実施形態は、以下の特許請求の範囲の内でありえ
る。「基づく（ｂａｓｅｄ　ｏｎ）」という用語は、「すくなくとも基づく（ｂａｓｅｄ
　ｏｎ　ａｔ　ｌｅａｓｔ）」を含む。「～のような（ｓｕｃｈ　ａｓ）」というフレー
ズの使用は、特に明記しない限り、「例えば、～のような」を意味する。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のコネクタおよび第２のコネクタを含むアクセサリー・デバイスにより、該第２の
コネクタに充電器が結合されたことを検出するステップであって、ここで、該第１のコネ
クタは、ユーザ機器に結合しているものである、ステップと、
　少なくとも前記充電器が結合されたことの検出に基づいて、該充電器に結合している前
記アクセサリー・デバイスが、前記ユーザ機器に、電力受給モードに変更する指示をする
第１メッセージを前記第１のコネクタを介して送信するステップと、
　前記アクセサリー・デバイスにより、前記指示に基づいて、前記ユーザ機器がそのモー
ドを前記電力受給モードに変更したことを検出するステップと、
　少なくとも前記検出された変更に基づいて、前記充電器から前記第２のコネクタを介し
て前記第１のコネクタに電流が流れることを可能にするステップと、
　前記充電器で提供された電力の、該充電器と前記アクセサリー・デバイスとを切り離す
ことによる喪失を検出するステップと、
　少なくとも検出された前記電力の喪失に基づいて、前記アクセサリー・デバイスが、前
記ユーザ機器に、電力源モードに変更する指示をする第２メッセージを前記第１のコネク
タを介して送信するステップと、
　前記電力の喪失が検出されるときに、前記第２メッセージを送信することに応じて前記
ユーザ機器から前記アクセサリー・デバイスが電力を受給するまでの期間、前記アクセサ
リー・デバイスのキャパシタが、前記アクセサリー・デバイスの電力源となるステップと
、を含む方法。
【請求項２】
　前記電力受給モードへの前記変更を検出する前記ステップは、前記アクセサリー・デバ
イスが、ユーザ機器からデジタル・インタフェースを介して、第３のメッセージを受信す
るステップを含み、該第３のメッセージは、電力のモードにおける変更を示す、請求項１



(12) JP 2015-165764 A5 2019.7.4

に記載の方法。
【請求項３】
　前記可能にするステップは、前記電流が、前記充電器に結合した前記第２のコネクタか
ら、前記ユーザ機器に結合した前記第１のコネクタに、流れることを可能にするように、
スイッチをクローズするステップを更に含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ユーザ機器が、前記第１のコネクタを介して前記アクセサリー・デバイスに電力を
供給することを可能にするステップを更に含む請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記アクセサリー・デバイスは、ヘッドセットを備える、請求項１ないし４のいずれか
１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のコネクタおよび前記第２のコネクタは、ユニバーサル・シリアル・バス・コ
ネクタ、マイクロＢコネクタ、タイプＣコネクタ、専用充電コネクタ、または、それらの
組合せを備える、請求項１ないし５のいずれか１に記載の方法。
【請求項７】
　少なくとも１つのプロセッサと、コンピュータ・プログラム・コードを含む少なくとも
１つのメモリと、
　少なくともユーザ機器に結合している第１のコネクタと、第２のコネクタと、
を備えるアクセサリー・デバイスであって、
　前記少なくとも１つのメモリと、前記コンピュータ・プログラム・コードとは、前記少
なくとも１つのプロセッサで、前記アクセサリー・デバイスによって、該第２のコネクタ
に充電器が結合されたことを検出することと、
　少なくとも前記充電器が結合されたことの検出に基づいて、該充電器に結合している前
記アクセサリー・デバイスが、前記ユーザ機器に、電力受給モードに変更する指示をする
第１メッセージを前記第１のコネクタを介して送信することと、
　前記アクセサリー・デバイスにより、前記指示に基づいて、前記ユーザ機器がそのモー
ドを前記電力受給モードに変更したことを検出することと、
　少なくとも前記検出された変更に基づいて、前記充電器から前記第２のコネクタを介し
て前記第１のコネクタに、電流が流れることを可能にすることと、
を実行させるように構成され、
　前記充電器で提供された電力の、該充電器と前記アクセサリー・デバイスとを切り離す
ことによる喪失を検出するようにさらに構成され、
　少なくとも、検出された前記電力の喪失に基づいて、前記アクセサリー・デバイスが、
前記ユーザ機器に、電力源モードに変更する指示をする第２メッセージを前記第１のコネ
クタを介して送信するようにさらに構成され、
　前記電力の喪失が検出されるときに、前記第２メッセージを送信することに応じて前記
ユーザ機器から前記アクセサリー・デバイスが電力を受給するまでの期間、前記アクセサ
リー・デバイスのキャパシタが、前記アクセサリー・デバイスの電力源となるようにさら
に構成される、アクセサリー・デバイス。
【請求項８】
　前記電力受給モードへの前記変更を検出するときに、前記アクセサリー・デバイスは、
ユーザ機器からデジタル・インタフェースを介して、少なくとも第３のメッセージを受信
するようにさらに構成され、第３のメッセージは、電力のモードにおける変更を示す、請
求項７に記載のアクセサリー・デバイス。
【請求項９】
　前記電流が流れることを可能にするときに、前記アクセサリー・デバイスは、前記電流
が、前記充電器に結合した前記第２のコネクタから、前記ユーザ機器に結合した前記第１
のコネクタに、流れることを可能にするために、少なくともスイッチをクローズするよう
にさらに構成される、請求項７または８に記載のアクセサリー・デバイス。
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【請求項１０】
　前記アクセサリー・デバイスは、前記ユーザ機器が、前記第１のコネクタを介して前記
アクセサリー・デバイスに電力を供給することを可能にするようにさらに構成される、請
求項９に記載のアクセサリー・デバイス。
【請求項１１】
　前記アクセサリー・デバイスは、ヘッドセットを備える、請求項７ないし１０のいずれ
か１項に記載のアクセサリー・デバイス。
【請求項１２】
　前記第１のコネクタおよび前記第２のコネクタは、ユニバーサル・シリアル・バス・コ
ネクタ、マイクロＢコネクタ、タイプＣコネクタ、専用充電コネクタ、または、それらの
組合せを備える、請求項７ないし１１のいずれか１項に記載のアクセサリー・デバイス。
【請求項１３】
　少なくとも１つのプロセッサによって実行されると、
　ユーザ機器に結合している第１のコネクタ、および、第２のコネクタを含むアクセサリ
ー・デバイスにより、該第２のコネクタに充電器が結合されたことを検出するステップと
、
　少なくとも前記充電器が結合されたことの検出に基づいて、該充電器に結合している前
記アクセサリー・デバイスが、前記ユーザ機器に、電力受給モードに変更する指示をする
第１メッセージを前記第１のコネクタを介して送信するステップと、
　前記アクセサリー・デバイスにより、前記指示に基づいて、前記ユーザ機器がそのモー
ドを前記電力受給モードに変更したことを検出するステップと、
　少なくとも前記検出された変更に基づいて、前記充電器から前記第２のコネクタを介し
て前記第１のコネクタに、電流が流れることを可能にするステップと、
　前記充電器で提供された電力の、該充電器と前記アクセサリー・デバイスとを切り離す
ことによる喪失を検出するステップと、
　少なくとも検出された前記電力の喪失に基づいて、前記アクセサリー・デバイスが、前
記ユーザ機器に、電力源モードに変更する指示をする第２メッセージを前記第１のコネク
タを介して送信するステップと、
　前記電力の喪失が検出されるときに、前記第２メッセージを送信することに応じて前記
ユーザ機器から前記アクセサリー・デバイスが電力を受給するまでの期間、前記アクセサ
リー・デバイスのキャパシタが、前記アクセサリー・デバイスの電力源となるステップと
、
を含む操作をさせるコードを含むコンピュータ・プログラム。
【請求項１４】
　ユーザ機器に結合している第１のコネクタ、および、第２のコネクタを含むアクセサリ
ー・デバイスによって、該第２のコネクタに充電器が結合されたことを検出する手段と、
　少なくとも前記充電器が結合されたことの検出に基づいて、該充電器に結合している前
記アクセサリー・デバイスが、前記ユーザ機器に、電力受給モードに変更する指示をする
第１メッセージを送信する手段と、
　前記アクセサリー・デバイスにより、前記指示に基づいて、前記ユーザ機器がそのモー
ドを前記電力受給モードに変更したことを検出する手段と、
　少なくとも前記検出された変更に基づいて、前記充電器から前記第２のコネクタを介し
て前記第１のコネクタに、電流が流れることを可能にする手段と、
　前記充電器で提供された電力の、該充電器と前記アクセサリー・デバイスとを切り離す
ことによる喪失を検出する手段と、
　少なくとも検出された前記電力の喪失に基づいて、前記アクセサリー・デバイスが、前
記ユーザ機器に、電力源モードに変更する指示をする第２メッセージを前記第１のコネク
タを介して送信する手段と、
　前記電力の喪失が検出されるときに、前記第２メッセージを送信することに応じて前記
ユーザ機器から前記アクセサリー・デバイスが電力を受けるまでの期間、前記アクセサリ
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ー・デバイスのキャパシタが、前記アクセサリー・デバイスへの電力源となる手段と、
を備える装置。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【図４】
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